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Rhodesgrass(ChlorisgayanaKunth.cv.Katambora),greenpanic(PαnicummaximuTn

Jacq.var.tT･ichoglumecv.Petrie)andItalianryegrass(Lolium multiflorumLarrLCV.

Wasehikari)hayswerepreparedattheheadingstage. Toevaluatethefeedingvalue

ofthesebaysforlactatingcows,tworee°ingtrials(Rhodesgrassvs.Italianryegrass,

andgreenpanicvs.Italianryegrass)werecarriedoutbyswich-back designwith 3

periodsofeach21daysduration.TheHolsteincowswerefedthehaysadlibitum,with

1kgofconcentrateper5kgofactualmilkpercowdaily.

Themainresultsobtainedwereasfollows: (1)Theexperimentalbayswereaverage

inquality,butItalianryegrasshayhadslightlylowerleafcontentthanthetwoother

bays. GreenpanichaycontainedmoreDCPandTDNthanthetwootherbays. Italian

ryegrasshaywaslowestinDCP contentandalsoRhodesgrasshayinTDN content.

(2)Thehaydrymatterconsumptionwasgreaterforgreenpanichaythanforthetwo

otherhays,whoseconsumptionsweresimilar. (3)TheCowsredthegreenpanichay

producedsignificantlymoremilkthanthecowsfedItalianryegrasshay,ontheother

hand,thecowsfedthelatterhayproducedsignificantlymoremilkthanthecowsfed

Rhodesgrasshay.(4)MilkfatcontentwassignificantlyhigherforthecowsfedRhodes一

grassorgreenpanichaysthanforthecowsredItalianryegrasshay.

(5)TheconcentrationsofruminalammoniaofcowsfedItalianryegraSShayweresig-

nificantlylowerthanthoseofcowsfedthetwootherhays.

Keywords : Greenpanichay,Italianryegrasshay,
Lactationonhay,Rhodesgrasshay.
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緒 言

ローズグラス (ChlorisgayanaKunth.)とグ

リーンパニック (PanL'cum TnaXimum Jacq.var.

trichoglume)は,最 も注目され普及されている暖

地型イネ科牧草である1-2).暖地型牧草は夏季に調製で

きる乾草牧草として重用視されているが,上記2草種

の栄養価に関するわが国での知見318)は少なく,また産

乳価値については皆無の状態である.本研究では,ロー

ズグラスとグリーンパニックの両乾草の産乳飼料とし

ての特性を把握する目的で,イタリアンライグラス乾

草と対比し,乳牛における産乳性,ルーメン内液の性

状について検討した.

材料および方法

1.供試牧草の栽培

供試品種はローズグラスはカタンボラ,グリーン

パニックはペトリ,イタリアンライグラスはワセヒ

カリであった.前二者は1983年5月25日に,後者は

1982年10月5日に,宮崎大学農学部附属牧場の畑地

(砂丘未熟土壌)に播種し,当場の慣行法により栽

培した.供試した暖地型2草種はほぼ順調に生育し

たが,イタリアンライグラスは3月中旬から4月中

旬の多雨のため下葉部の枯死などの被害がみられた.

2.乾草の調製

ローズグラスは8月30日 (出穂期),グリーンパ

ニックは8月2日 (出穂期),イタリアンライグラ

スは4月24日 (出穂期)にディスクモアで刈取り,

2E]間天日乾燥し,この間に1日2回ワフラーで反

転した.その後ベ-ラで梱包し,火力乾燥室で昼間

80℃,夜間60℃の熱風により仕上げ乾燥を行った.

乾草の品質鑑定9)の結果はローズグラス,グリーン

パニック,イタリアンライグラスの川副こ73,79,76

点であった.ロ-ズグラスは茎が太く硬いこと,イ

タリアンライグラスは葉量の低い点が目立った.

3.泌乳試験

(1)泌乳牛4頭を残飼測定の可能なスタンチョン式

畜舎に収容し, 1日2回 (5時30分と17時30分)

搾乳した.供試牛の年齢,分娩後の日数,泌字底

体重はTablelのとおりであった.

Table1.Experimentalcows

TrialNo. Cow No. Dateofbirth Dateofcalving Milkyield■) Bodyweightb)
(kg/day) (kg)

Trial1
(Oct.19-
Dec.20,
1983)

2
14
18
26

7
8
8
9

7
7
7
7

9
9
9
9

=
HH
HH
F:

6
3
9
2

2
1

1

se｡
帆
se｡
B
+

dun.

3
3
3
3

8
8
8
8

9
9
9
9

1
1
1
1

29
1
27
28

8
6
0
8

9
5
4
9

1
2
2
1

9
4
7
7

9
9
2
0

5
5
6
5

Trial2
(Jam.16-
Mar.19,
1984)

20
25
5
31

Åug.28,1979 Nov.
Nov.19,1976 Sept.
Åug.9,1978 0ct.
Åug.28,1974 Nov.

3
3
3
3

8
8
8
8

9
9
9
9

1
1
1
1

1
0
1
0

3

2

9
0
6
4

9
2
0
3

1
2
2
2

1
3
8
9

4
9
0
6

5
5
6
5

a)Meanyieldfor7daysbeforethebeginningoftrial.
b)Atthebeginningoftrial.

(2)泌乳牛を2頭ずつ2群 (ローズグラス区とイタ

リアンライグラス区およびグリーンパニック区と

イタリアンライグラス区)に分け, 1期を3週間

としⅠ,Ⅱ,Ⅱ期の3期について反復する反転試

験法10)で行った.なお各期の最後の1週間を本試

験期とした.泌乳試験は2回実施し,第 1実験は

ローズグラス乾草について1983年10月から12月ま

で,第 2実験はグリーンパニック乾草について
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1984年 1月から3月の間に実施した.

(3)各期における1日の飼料給与量は,濃厚飼料

(TDN83.5%,DCP13.2%,乾物基準)を当該

期の前の期における本試験期間の1日平均乳量の

1/5相当量とし,乾草を前日の採食量の115%相

当量とし,いずれも半量ずつ朝と夕の2回搾乳時

に給与した.ただし濃厚飼料の採食終了を確認し

てたら乾草を給与した.残金乾草は朝の飼料給与

前に集め秤量した.

(4)休重の測定は各試験期の最終日の16時に行った.

(5) 飼料採取は,牛乳については本試験の最後の3

日間,ルーメン内液は本試験期の最終日にカテー

テル法によって朝飼い直前,朝給飼後3時間目と

6時間目に行った.

(6) 供試牛は10時から16時までパ ドックに移し,自

由に運動させた.

4.消化試験

供試飼料の消化率は去勢成めん羊 3頭を用いて予

備期間7日,本試験期間7日の全糞採取法により求

めた.この場合乾草については自由採食量の80%相

当量を,濃厚飼料についてはヘイキューブと2:3

の比率で合計 1kg(原物)/日を給与した.

5.化学分析

(1)飼料および糞 :一般成分および細胞壁成分の分

析は常法10)により行った.

(2)牛乳 :赤外線牛乳分析機 (MILXOSCAN203,

FoxElectric社製)を使用し,無脂固形分(SN

F),脂肪,蛋白質,乳糖を定量した.ただし乳

糖についてはレイン･エイノン法による値に換算

するため実測値を定数1.05258で除して求めた11).

(3) ルーメン内液 :二重ガーゼでろ過したあと直ち

にpHを測定した.ついで遠心分離 し上清をアン

モニアおよび揮発性脂肪酸 (VFA)の定量に供

した.アンモニアは減圧蒸留法10)で定量 した.V

FAはFID装着のガスクロマトグラフィーを用い

て,クロトン酸内部標準法12)によって分析した.

結 果

1.乾草の化学組成,消化率および養分含量

供試乾草の一般成分,細胞壁成分,消化率および

可消化養分含量をTable2に示した.

Table2.Nutritivevalueofthebays

Rhodes一

graSS

Chemicalcomposition(% ofDM)
Crudeprotein
Crudefat
N-freeextract
Crudefiber
Crudeash
ADF
NDF
ADL

Moisture(%)

Digestibility(%)
Drymatter
Crudeprotein
Crudefat
N-freeextract
Crudefiber

Digestiblenutrient(% ofDM)
DCP
TDN

DE(Meal/kgDM)

5
5
3
7
0
2
6
7
7

9
1
1
4
3
4
6
5
9

4
3
1
4
7

6
2
6
1
7

6
6
1
4
9

5
6
5
5
5

9

3
7
3

6
0
2
5

7
0
4
2
7
3
2
1
2

2
3
8
2
3
9
8
4
0

1

3
3
1
3
6

1

7
3
5
3
1

6
7
2
3
8

6
7
7
6
6

3

8
2
0U

9
8
2
5

CO
1
6
6
9
2
1
9
5

5
2
3
4
3
2
0
4
4

4
3
1
4
7

1

9
8
0
6
0

9
5
4
9
8

5
4
5
5
6

8

7
0
5

2
4
2
5
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暖地型牧草 2草種はイタリアンライグラスに比べ

て粗蛋白質含量とその消化率が高かった.ADF,

NDFおよびADL含量はローズグラスが最も高く,

ダリ-ンパニックが低く,イタリアンライグラスは

中間であった.乾物消化率,TDNとDCP含量なら

びにDE含量はいずれもグリーンパニックが最 も高

く,イタリアンライグラスのTDNとDE含量はグ

リーンパニックに次ぐもののDCP含量は最低であっ

た.ローズグラスのDCP含量はグリーンパニック

に次ぎ,TDNとDE含量は最低であった.

2.採食量,乳量および乳組成

2回の泌乳試験における採食量,可消化養分摂取

量,乳量,乳成分および休重をTable3に示した.

Table3.Feedintake,milkproductionandbodyweight

Hayfeeding
Trial 1 Tria1 2

Rhodes- 1talian Green Italian

grass ryegrass panic ryegrass

Feedintake(kgDM day)

Hay
concentrate

Total

Nutrientintake(kg/day)
DCP

TDN

Milkyield(kg/day)
Actua1

4% FCM

Milkcomposition(%)
Fat

Protein

SNF

Laetose

Bodyweight(kg)

8.77

2.33●
ll.10

0.86‥
6.48

6

5

4

9

63

71
83

02

14

8

7

3

2

7

4
.
5

●

9.12 14.54̀ 11.29

2.07 2.65 2.59

ll.19 17.19■ 13.88

0.52 1.77"

6.72 10.62●

ll.06' 15.65'
9.68' 15.44'

3.20 3.93■

2.66 2.66

7.91 8.17

4.1r 4.37

521 586

70

12

64

78

24

35

82

2
.
2

3

2

8

4
.
5

日
一
日H

ThecowswerefedthehaysadlibituTn,With Ikeofconcentrateper5kgofactual

milkand2kgofalfalfahaycubepercow daily.

':P<0.05, " :P<0.01.

(1)実験 1:ローズグラス乾草とイタリアンライグ

ラス乾草の比較

乾草の自由摂取量はローズグラスが低い結果を示し

たが,有意差は認められなかった.濃厚飼料の採食量

はその給与量を前の期の本試験期間の乳量の1/5相当

量と設定したため,乳量の多かったイタリアンライグ

ラス区に続くローズグラス区において有意に多くなっ

た.このためと,ローズグラスのDCP含量の高いこ

とにより,DCP摂取量はローズグラス区で有意に高

かった.TDN摂取量はイタリアンライグラス区で高

い傾向がみられたけれど,両区間に有意差は認められ

なかった.しかしながら,乳量と脂肪補正乳 (FCM)

量はイタリアンライグラス区において有意に高かった.

乳組成のうち乳脂率はローズグラス区が有意に高く,

乳糖率はイタリアンライグラス区が有意に高かった.

体重においては有意差を認めなかった.なお,供試牛

の養分要求量13)に対するDCPとTDNの充足率は,ロー

ズグラス区でそれぞれ130および98%,イタリアンラ
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イグラス区で85および93%で,DCPにおいてのみ両

区間に有意差を認めた.

(2) 実験 2:グリーンパニック乾草とイタリアンラ

イグラス乾草の比較

乾草の自由採食量はグT)-ンパニックがイタリアン

ライグラスに比べて有意に高く,濃厚飼料では両区間

に有意差を認めなかった.したがって,総乾物摂取量

はグリーンパニック区が有意に高く,同区の乾草のD

CPとTDNはイタリアンライグラスより多く含まれて

いるから,両可消化養分摂取量はグリーンパニック区

が有意に高かった.このため乳量とFCM量はグリー

ンパニック区が高く,両区間に有意差が認められた.

乳組成のうち乳脂率はグリーンパニック区が有意に高

く,他の成分では有意差を認めなかった.体重は両区

間に有意差がみられなかった.なお,養分要求量13)に

対するDCPとTDNの充足率はグリーンパニック区で

それぞれ117および111%,イタリアンライグラス区で

87および102%で,DCP充足率において両区間に有意

差が認められた.

3.ルーメン内液の性状

泌乳試験中のルーメン内液性状をTable4に示

した.

Table4.Somecharacteristicsofrumenliquor

Hayfeeding
Hours Trial 1 Tria 1 2

after Rhodes- Italian Green Italian

feeding grass ryegrass panic ryegrass

TotalVFA (m mol/dl)

Acetic/Propionic

(molarratio)

NHS-N(mg/dl)

0

3

6

0

3

6

0

3

6

0

3

6

0

9

2

6

7

4

7

5

5

0

4

5

8

5

6

5

6

0

3

7

1

6

2

8

6

6

6

8

8

9

4

3

4

1

3

1

6

7

6

1

2

0

3

9

5

3

5

3

7

4

5

0

3

00
6

9

2

2

1

4

6

6

6

9

9

8

4

3

4

1

4

1

= :P<0.01.

実験 1において,ルーメン内液のpHならびに総V

FA濃度はローズグラス区とイタリアンライグラス区

の間に有意差を認めなかった.しかし,酢酸/プロピ

オン酸比とアンモニア濃度ではローズグラス区が高い

傾向を示し,飼料給与後3時間目と6時間目に有意差

のみられる場合が多かった.実験2において,ルーメ

ン内液のpHとアンモニア濃度はグリーンパニック区

が高く,.有意差を認めたが,総VFA濃度と酢酸/プ

ロピオン酸比についてはグリーンパニック区とイタリ

アンライグラス区間に有意差はみられなかった.

考 察

暖地型牧草は寒地型牧草に比べて一般に粗蛋白質含

量が低い11)とされている.しかし,本実験ではイタリ

アンライグラスの粗蛋白質の低落が目立った.この原

因の主たるものは,前述したような春季多雨による下

葉部の損失である.

乾物消化率とTDN含量はグリーンパニック,イタ

リアンライグラス,ローズグラスの順に低下した.一

方,NDFとADF含量はこの草種順位で増加した.乾
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物消化率とNDFおよびADF含量の間に有意な負の相

関が認められており15),本試験の結果においても同様

であった.粗蛋白質消化率は粗蛋白質含量と正比例す

る16)ことが報告されており,本試験においても同様で

あった.供試した乾草の栄養価を日本標準飼料成分表

17)の値に比べると,ローズグラスはTDN含量が低く,

グリーンパニックではDCPとTDN含量が高く,イタ

リアンライグラスの両養分含量は低かった.

暖地型牧草は寒地型牧草に比べて自由採食量が一般

に低いとされ,その理由として繊維成分の高含量,乾

物の低消化率,不消化繊維が多くそれらの消化器官内

滞留時間の長いことがあげられ14),粗蛋白質や リグニ

ンも影響する1…)ことが報告されている.さらにNDF

含量と乾物摂取量との間に負の相関関係が存在15)し,

あるいはグリーンパニック乾草はローズグラス乾草に

比較してル-メン内における乾物分解速度が速く,し

たがってグリーンパニック乾草の自由採食量の多いこと4)

も報告されている.本実験において得られた,ローズ

グラスはイタリアンライグラスに対して自由採食量が

低いものの有意差は認められず,グリーンパニックで

の有意に高い結果は,前述の既報の成果から,供試3

草種の乾物消化率や繊維成分含量の差異によって説明

することができる.なお,供試乾草の採食量に対する

濃厚飼料の影響が実験 1におけるローズグラス区で特

に考慮されるが,その影響はないものと考えられる.

なぜならば,当実験の第 1期と第3期における供試牛

で濃厚飼料の多少にかかわらず乾草採食量にほとんど

変化がみられなかったからである.

乳量とFCM量は,実験 1ではTDN摂取量に有意差

がみられなかったにもかかわらずイタリアンライグラ

ス区が有意に高く,実験2ではTDN摂取量の多かっ

たグリーンパニック区が有意に高かった.実験 1にみ

られる結果の原因は明らかにできなかった.しかし,

イタリアンライグラス乾草の可消化エネルギ-がロー

ズグラス乾草よりも多かったので,産乳用正味エネル

ギー含量も高く,このことがイタリアンライグラス区

の乳量の多い原因となったかもしれない.乳組成にお

いて実験 1ではSNFは8%を下回り,乳糖率も低目

であった.この結果はTDN充足率が100%を割りエネ

ルギー供給量の不足による20)ものと考えられる.

供試した暖地型2草種区はイタリアンライグラス区

に比較して,ルーメン内液における酢酸の生成割合が

高く,プロピオン酸の割合が低く,したがって酢酸/

プロピオン酸比の高い傾向がみられた.このことが暖

地型2草種区の牛乳の高乳脂率に関係している21)一因

と考えられる.

ルーメン内液のアンモニア濃度が暖地型2草種区に

おいて有意に高かったのは,供試乾草の差によるもの

と考えられる.濃厚飼料採食量がはば同量であった両

実験の試験第 1期において,アンモニア濃度は暖地型

2草種区において明らかに高かったからである.ルー

メン内で微生物体蛋白質の合成効率を高めるために望

ましいアンモニア濃度は5m19/deとされ22),イタリア

ンライグラス区における同成分濃度はこのレベルを大

きく下回った.

要 約

出穂期に刈取ったローズグラス,グリーンパニック,

イタリアンライグラスの乾草を調製し,ホルスタイン

種泌乳牛を用い,反転試験法により摂取量,乳量,乳

組成について調査した.実験 1でローズグラスとイタ

リアンライグラス,実験 2でグリーンパニックとイタ

リアンライグラスの産乳性を比較するとともに､ ルー

メン内液の性状について検討した.飼養試験では乾草

を自由採食させ,濃厚飼料を乳量の1/5相当量給与し

た.得られた結果を要約すると下記のとおりである.

1)各乾草の品質は中程度であった.イタリアンラ

イグラスの葉郡割合は他の2革種より多少低かった.

供試3草種中グリーンパニックのDCPとTDN含量は

最も高く,イタリアンライグラスのDCP含量とロー

ズグラスのTDN含量はともに最低であった. 2)乾

草の採食量はグリーンパニックが最も高く,他の2草

種は互いに近似した.3)実乳量とFCM量はグリー

ンパニック区がイタリアンライグラス区より有意に高

く,ローズグラス区はイタリアンライグラス区より有

意に低かった.4)乳脂率はローズグラス区とグリー

ンパニック区がイタリアンライグラス区より有意に高

かった.5)ルーメン内液のアンモニア濃度はイタリ

アンライグラス区が他の2区より有意に低かった.

キーワー ド;グリーンパニック,ローズグラス,

イタリアンライグラス,産乳性
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